
すてきな出会いに感謝！ 
 
　桑村小学校の校長室には、１枚の色紙が飾られています。そ

 れは、私が転任するときに贈っていただいたものです。
 　その色紙には、次のようなメッセージが綴られています。
 

　大人になってもあるんだ　こんな感情  
　熱くこみあげる　グッとくる瞬間  
　誰かのためにって　ホントは  
　自分のためなんじゃないかな    【校長室の図書コーナー】

　あの時　胸がギュッと熱くなったんだ 
　あきらめなくてよかったと 
  仲間を　自分を　ほめてあげたい　そんな気分だよ

　コロナ禍の中、６年生に小学校生活の思い出に残るものをやってあげたい。おやじの会
の皆さんを中心に、教職員、保護者とで取り組んだ「ランプシェードプロジェクト」とペ
ットボトルランタンで応援メッセージ(「がんばろう」)を届けた１年目、そして、大空に

 夢を飛ばした「 バルーン・リリースプロジェクト」の２年目。
　卒業する子供たちのために、何か大人ができることは何かを深く考え、おやじの会の皆
さんを中心に行動したことを覚えています。そして、頂いた色紙のメッセージを読み返す

 と、そのときの熱い思いが蘇ります。
 　色紙の裏面にも、メッセージが寄せられています。

　『あ』たらしい出会いが　ちょっと明日を変えてくれる 
　『り』かいある先生に出会えて　本当によかったです 
　『が』っこうは　ステキなところ 
  『と』子供たちも　親にも思ってもらえたら 
　『う』れしいですね 
                        　　　　　『おやじの会　一同』

【学校から見える富士】

 
　桑村小学校でも、素敵な出会いがいっぱいあり、とても感謝しています。雄大な富士の

 山を前に両手を合わせたくなるのも、そうした思いからでしょう。
　コミュニティ・スクールを推進していくには、すてきな出会いを感謝するところからス
タートすることが大切ではないでしょうか。学校応援団の皆さんをはじめとする地域の皆
さん、保護者の皆さん、すてきな出会いをありがとうございます。未来に生きる桑っ子が
これからも夢に向かって大きく成長するには、学校職員の力だけでは十分な役割を果たす

 ことが困難です。どうかこれからも教育活動に対してご理解とご協力をお願いします。
　いよいよ１学期が終わりを迎えようとしています。皆さんとの出会いを大切に、１日１
日を楽しく大切に過ごしていきたいと思います。

《令和５年度版　学校運営協議会(コミュニティ・スクール)の活動について》 

桑村小学校応援団会議！ 
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